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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２１人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２６年第７回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は南　　利郎委員）
それでは、議事日程に入ります。
日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に２０番榮　清安委員と２１番野﨑清志委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は、日程通知のとおり議案第４３号から議案第４６号までの４件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は、１日と決定いたしました。
本日の議案日程は、あらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第3

議案第４３号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（川内局長）
（事務局の朗読及び説明）　

№１９につきましては、売買による所有権移転でございます。１７ページにありますように受人は、スモモ１５アール、ミカン１０アールを栽培しており、取得地には野菜を植栽する予定で規模拡大のためと判断いたします。

№２０につきましては、使用貸借権設定の案件でございます。２５ページにありますように取得地にはブラッドオレンジを植栽する予定で、これは規模拡大のためと判断いたします。

以上２件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
いると思われます。

(前山会長）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。順次、譲受人、譲渡人及び土地の順に報告をお願いします。
　喜野委員

（喜野委員）

　議案第４３号№１９農地法第３条の規定による許可申請について、調査報告をいたします。
　渡人の大野オキエさんと７月１６日（水）１８時１０分から渡人の自宅において面談を行いました。渡人の大野さんが高齢のため耕作が出来ずススキの荒地になっていた農地です。従姉妹にあたる受人の中二糸江さんに売却を予定しております。申請書記載内容に相違ないことを確認いたしました。なお「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については別紙のとおりでありますので報告いたします。

受人の中二糸江さんと月１７日（木）１６時１０分から受人の自宅において面談を行いました。渡人の大野さんとは従姉妹の関係にあり、大野さんが高齢で耕作できないため農地の購入を予定しております。購入後は野菜を栽培予定です。なお「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については別紙のとおりでありますので報告いたします。

この申請地については、７月１７日（木）１６時４０分に現地確認を行いました。渡人が高齢のため受人の中二さんの立ち会いで行いました。畑の現況ですがススキはすべて刈り取られていて更地状態です。委員の審議をよろしくお願いいたします。

続きまして、議案第４３号№２０農地法第３条の規定による許可申請について、調査報告をいたします。

渡人の戸田秀明さんと７月１７日（木）１３時３０分から渡人の自宅において面談を行いました。渡人の戸田さんは農業法人「奄美サンファーム」の代表取締役で、渡人個人所有の農地を自ら代表取締役である農業法人と使用貸借を行うものです。申請書記載内容に相違のないことを確認いたしました。なお「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については、別紙のとおりでありますので報告いたします。

受人の農業法人「奄美サンファーム」さんと７月１７日（木）１３時３０分から受人の自宅において面談を行いました。先程も申し上げましたが渡人の戸田さんは農業法人「奄美サンファーム」の代表取締役で、渡人個人所有の農地を自ら代表取締役である農業法人と使用貸借を行うものです。申請書記載内容に相違ないことを確認いたしました。なお「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については、別紙のとおりでありますので報告いたします。
この申請地については、７月１７日（木）１３時５０分に現地確認を行いました。渡人戸田さんの立ち会いで行いました。畑の現況ですが、きれいに草刈りがなされていてブラッドオレンジの苗木約２００本が植え付けられておりました。委員の皆様の審議をよろしくお願いいたします。以上です。

（前山会長）

　
それでは本案に対する質疑に入ります。
（山下次長）

　№２０について補足説明いたします。有限会社「奄美サンファーム」代表取締役戸田秀明さんの会社ですが、農業法人として審査いたしました。農業法人の要件であります構成員要件・役員要件・事業要件等四つの要件がありますが、その要件は満たしております。農業法人の登記も済ましております。委員会の資料には付けておりませんが会社の定款も付いており、すべて資料は揃っております。この農業法人がブラッドオレンジを栽培するということでブラッドオレンジというのは初耳だと思いますが、グレープフルーツに似たちょっと赤っぽいオレンジです。
（喜野委員）
　２６ページの大きい４番の農作業の従事状況が空欄になっておりますが、１月から１２月まで従事するということで確認しております。それとブラッドオレンジですがスペイン産のオレンジと四国のミカンを掛け合わせたものだという説明でありました。以上です。
（吉委員）
　農業法人と農業生産法人の違いがあると思いますが、調べたところ農業法人では農地の売買は出来ないということですが、今回は売買でなくて使用貸借の案件だから良いという解釈でよろしいのでしょうか。
（山下次長）
　農業法人というのは、法務局に農業をするということで届けると農業法人になります。それで３条申請を出して認められた時点で農業生産法人として認められることになります。「奄美サンファーム」は３条申請を出しましたので、３条申請が認可されたら新しく１８社目の農業生産法人ということになります。農業法人というのは他にも法務局に農業をしますということで届けているのが多数あります。ですけれども３条申請をして農地の売買或いは貸借権設定をして農地を持って初めて農業生産法人として認められるということになります。
（前山会長）
　農業法人として登録をして３条申請をして認められると農業生産法人になるということです。それが認められないと農業生産法人ではなく農業法人のままだということになります。最初から農業生産法人として登録するのではなくて農地を取得したり借り受けたりした場合に農業生産法人となります。
（吉委員）
　登記所の方に農業法人として登録をして土地を取得等して農業生産法人になるということですか。

（山下次長）
　そういうことです。

（昇委員）
　３条申請が許可になれば農業生産法人になるということですか。

（山下次長）
　そうです。農業生産法人として農業委員会が認めたということです。

（吉委員）
　面積は関係ないのですか。

（山下次長）

　面積は法人としては下限面積である２，０００平方メートルを越えていないと駄目です。

（前山会長）
　下限面積が２，０００平方メートルということであって、生産法人であるためには何平方メートルあるかということは要件にはないということです。

　外に質疑ございませんか。
（「なし」の声あり）

質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

　議案第４３号農地法第３条の規定による許可申請について、は担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって議案第４３号農地法第３条の規定による許可申請について、は審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

日程第４

　議案第４４号農地法第５条の規定による許可申請について、には私の調査報告事項が含まれておりますので、議長を会長代理の松崎委員と交代して審議を進めたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
（議長交代）

（松崎会長代理）
　　議案第４４号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたします。
事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）
（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№１７につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。

　申請地は大熊町の集落内の都市計画区域内であり、周りは住宅に囲まれておりまして、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　№１８につきましては、隣接宅地の庭木の植栽及び盆栽置き場を建設するための申請であります。
　申請地は知名瀬集落中で住宅に隣接する農地で農振農用地区域外の小集団で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断されます。
　№１９につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。

　申請地は大熊集落の一番奥の都市計画区域内であり、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　№２０につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。
　申請地は浦上町の国道のそばの都市計画区域内であり、周囲は住宅に囲まれておりまして、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。
　№２１につきましては、№２０と同じ場所で、この２件で一般住宅を建設するための申請であります。
　申請地は都市計画区域内であり、周囲は住宅に囲まれておりまして、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。
　以上５件でございます。

（松崎会長代理）
　それでは、本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。№１７から順次お願いいたします。
　№１７を前山委員

（前山委員）
　農地法第５条許可申請№１７について報告をいたします。
まず受人の方ですが、１７日午前８時３０分に受人の重村さん宅でご本人お会いしまして調査をいたしました。この申請書のとおり間違いございませんのでよろしくお願いしますということでした。職業会社員となっておりますが日本管財という会社に勤務されているようです。子供さんが一人居り賃貸住宅住まいのため住宅を建設したいとのことでした。
渡人についてですが、この土地は先月出てきた土地の隣の土地になります。渡人が二人になっていますが、先月もありましたように叔父と姪ということです。土地につきましては今ありましたように大熊区画整理区域内でありまして、宅地造成されたままで雑草が生い茂っており事前着工等はありませんでした。よろしくお願いしますということでした。以上です。
（山下次長）
　議案第４４号農地法第５条№１７の渡人であります竹下由佳さんについて調査報告いたします。

　渡人は先程もありましたように先月同じ渡人で５条申請が出ていました。この竹下さんにつきましては、東京都杉並区に在住です。７月１６日（水）１３時１５分に電話で確認しました。先月も出ていましたがこの土地についても５条申請で譲るということで申請書のとおり間違いないとの確認をいたしました。よろしく農業委員会の方でお諮り下さいということでした。以上です。
（松崎副会長）
　№１８を屋島委員

（屋島委員）
　議案第４４号№１８農地法第５条許可申請について報告をいたします。

　７月１３日午前９時に受人宅で面談の上聞き取りをいたしました。申請書のとおり１９８平方メートルの売買で転用計画・対価等間違いないということでした。

　土地については自宅の隣にあり、庭が狭いので申請地を購入して利用したいということでした。以上報告いたします。
（山下次長）
　議案第４４号農地法第５条№１８の譲渡人について報告いたします。

　７月１６日（水）１１時３５分に譲渡人であります福岡県春日市在住の加納政都市さんに電話しましたところ本人は留守で本人とは連絡取れませんでしたが、奥さんが電話に出ましてご主人は夜遅くにしか帰ってこないということで対応されました。知名瀬の土地については夫婦でもよく話し合っているそうです。申請書のとおり坂野さんに譲るということでした。申請書については間違いありませんということで、清正司法書士事務所にお願いしてありますので農業委員会でよろしくご審議下さいということでしたので報告いたします。以上です。
　

（松崎副会長）
　№１９を前山委員

（前山委員）
　№１９について調査報告をいたします。

　この受人の大野さん本人となかなか会えず、携帯に電話を入れてもなかなか出てくれなくて、夕べ９時過ぎに携帯に着信がありましたのでと連絡がありまして確認いたしました。本人は介護職員で徳洲会病院に勤務ということで電話の時もまだ勤務中ということでした。この申請書のとおり間違いありませんということでよろしくお願いしますということでした。
　渡人の國さんについては１６日の午前８時３０分に自宅を訪問しまして確認しましたところ、この通り間違いありませんということでした。
　土地については國さんの自宅の斜めちょっと上の方になりまして、これも大熊都市計画区域内の山裾にある土地で大熊の市営住宅がありますがその隣の土地になります。ここも宅地造成をしたまま雑草が生えており何ら事前着工されておらず問題はなかろうかと思われます。以上です。
　５条申請№２０の受人と土地について調査報告いたします。
　受人の中村さんの家は大熊ですけれども、３回程自宅を訪問しましたが留守でなかなか会えませんで、留守番電話に入れましたら夕べ８時３０分頃に

電話をいただきまして確認をいたしました。この土地については既に売買は済んでいるということでして、６７ページの見取図を見てもらえると判りますが、今回は６番３と６番５が申請に上がっていますが６番２は雑種地となっておりこの雑種地は登記が済んでおります。６番３と６番５が農地で登記が出来なかったということで今回の申請になったということです。本人は元々ＮＴＴにお勤めで定年退職されたと言うことです。この№２０と№２１は隣同士の事案ですので一括して報告したいと思います。
　それでは渡人について報告いたします。

　渡人は４名程いますがこれは一家族です。屋井ヤスエさんが母親で後３名は子供です。この土地も都市計画区域内で事前着工等もなく問題はなかろうかと思います。この申請書のとおり間違いありませんのでよろしくお願いしますということでした。以上です

（山下次長）
　№２０の渡人については先程前山委員からも説明がありましたが、屋井ヤスエさんが持分２４分の１２になっており、その外屋井さん、川崎さん、東さんが子供になります。その持分が２４分の４ずつとなっておりますので、この４名の申請になっております。この子供さんの３名に電話をかけました。そうしましたら、東さんにつきましては電話で確認することが出来ました。屋井さんと川崎さんには７月１６日から１７日にかけて再三にわたって電話をしましたが電話に出ることが出来ませんでした。屋井さんにつきましては外国に行ったり来たりしているそうです。川崎さんについては看護師さんで夜勤とかが続いているのか連絡が取れませんでした。それで屋井ヤスエさんがお母さんですのでヤスエさんに電話をしました。この土地については以前から親子で売るような話をしているということでした。屋井ヤスエさんと東千草さんとは電話確認しましてこの申請書のとおりですのでよろしくということでした。以上です。
（松崎会長代理）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

（吉委員）
№２０の６番３と№２１の６番５が別々に申請されていますが一括で申請は出来なかったのですか。
（山下次長）

　№２０につきましては渡人の持分がありまして屋井やすえさんが持分２４分の１２で子供が持分２４分の４ずつで合わせて権利がありますのでその４名が渡人ということになります。№２１につきましてはお母さんだけの名義になります。
（吉委員）

　名義人が違うということですね。

　

（山下次長）
　それで申請は２件になります。ただ譲受人は同じです。その中には農地でない雑種地もありますので、その部分については申請は要らないということです。

（前山委員）
　６１ページと７０ページに資金調達計画がありますが、土地１，８００万の内１８５万とあるのは６番２，６番３，６番５のすべてで１，８００万、６番５の３７平方メートル分で１８５万ということです。７０ページの１，８００万の内３５０万とあるのが６番３の分の７０平方メートルの分だということです。
（松崎会長代理）

　外に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
　質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第４４号農地法第５条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第４４号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。

　これで、議長交代をいたします。ご協力ありがとうございました。
（議長交代）

　

（前山会長）

　暫時休憩いたします。

　議事を再開いたします。

日程第５

　議案第４５号非農地の認定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

（議案の朗読及び説明）

（前山会長）

　それでは、本案に対する担当委員による調査意見の報告を求めます。

（榮委員）

　№３、非農地証明願申請について報告いたします。

　７月１６日（水）午前９時過ぎ申請人である前田桂男さんの春日町の自宅に伺い面談いたしました。前田氏は現在８１歳で申請書には昭和６０年頃から休耕放棄と記載されておりますが、聞いたところ実際今回申請された場所は昭和４０年代より無耕作の状態が続き、現在に至ったとのことでした。なお、今現在の状況につきましては現地視察調査をなされた松崎委員、赤﨑委員、吉委員より詳しい現況報告がなされると思います。以上です。
（松崎委員）
　議案第４５号非農地の認定についての調査報告をいたします。

　７月１５日（火）１３時３０分から現地において申請人の前田桂男氏から中尾分室長、赤﨑委員、吉委員、私の４名で聞き取り調査をいたしました。この土地は昭和４０年頃らか耕作放棄され現在に至っているということでございます。従いまして現地に入ることも出来ずにその場所を目視しか出来ないような場所でした。８３ページにありますように山の中でございます。委員の皆様のご審議よろしくお願いいたします。以上です
（赤﨑委員）
　７月１５日午後１時３０分から中尾分室長、松崎委員、吉委員、私の４名で現地を確認しました。写真でもお判りのように山裾の農地でございまして農道も無く先程松崎委員からもありましたように荒れ放題荒れておりました。その手前の他の人の農地を通らないと行けないという場所で非農地にしても問題ないものと思われますので皆様のご審議をよろしくお願いいたします。以上です。
（吉委員）
　議案第４５号非農地の認定について、の調査報告をいたします。

　先程２名の委員から報告がありましたが、７月１５日午後１時３０分に現地で話を伺いました。現地は佐仁寅岳１１４０番外２筆でして申請理由に書いてありますように昭和６０年頃から耕作放棄されていて道路も無く山林化しており高齢化のため今後も耕作の予定はないということでした。なお周辺も耕作できる状態ではなく農地への復元は困難だと思われますので非農地として認定しても問題ないものと思われます。皆様方の審議よろしくお願いいたします。以上です。
（前山会長）
　これから本案に対する質疑に入ります。

（昇委員）
　８３ページの写真ですが、これは航空写真ですか、この写真の黒ずんだ所

の上に大きな道路らしきものが写っていますが、これは県道というふうに考えてよろしいのですか。
（松崎委員）
　これは佐仁から用に行く県道です。この山の手前の方ですね。

（昇委員）
　では、用から佐仁に向かって右側になるのですか。

（松崎委員）

　いいえ、佐仁から用に向かって右側です。

（前山会長）

　外に質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

　ないようでしたら、これをもって質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。

　議案第４５号非農地の認定については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、これを認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。

　よって、議案第４５号非農地の認定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第６
　議案第４６号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（中尾分室長）
（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第４６号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第４６号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
これから協議会へ移します。

・『農業委員会の見直し意見』に対する決議案について

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
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